
補償導線とは、組み合わせて使用する熱電対とほぼ同一の熱起電力特性を持つ導線のことで、
熱電対と受信計器の接続に使用されます。
熱電対の種類に適合した種類および記号、温度による使用区分、構成材料、識別（色分け）、
熱電対と接続接点温度、補償導線自体の許容誤差がJISで規格化されています。
熱電対用補償導線はJIS C 1610で規定され、最新版はJIS C 1610-2012となっています。

1. コストがかかる
熱電対線は高価なので、長距離配線時は大きなコストが発生します。

2. 抵抗値が高くなる
熱電対線は通常、熱起電力への影響を避けるために単線で使用すること
前提としており、長距離で使用すると抵抗値が非常に大きくなります。
接続機器によっては、抵抗値から断線と判断したり温度補正をかけたりと、
正確な計測ができなくなることがあります。

3. 強度や柔軟性の不足
熱電対線は強度的に弱く、屈曲動作にはきわめて不利な構造になっています。
配線時の引っ張りや、架空配線のように自重がかかる配線や、
屈曲性を求められる配線時に断線などを引き起こす可能性があります。
このような問題を解決するために、補償導線を使用して長距離配線を行う
ようにしてください。
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熱電対の問題点

補償導線の種類と記号

熱電対1 補償導線について(1)補償導線概要

補償導線とは
渡辺電機工業株式会社様記載文より抜粋



2022年4月

補償導線の許容差

2 熱電対 補償導線概要 補償導線について(2)
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区分と絶縁体の材料

補償導線の識別

3 熱電対 補償導線概要



■ 熱電対素線に被覆を施した､軽量かつ柔軟性のある手軽な被覆熱電対線です。

■ 2つの異なる材質の導線でつくる閉回路で､両端の接合部の温度が異なると､この回路にゼーベック効果による

熱起電力が発生し､電流が流れます

この熱起電力を発生させる目的で2種類の導線(熱電対素線)の一端を電気的に接続したものを熱電対といいます。

■ 被覆熱電対線は熱電対素線にビニル､シリコーンゴム､フッ素樹脂､ガラス繊維､シリカ繊維､セラミック繊維等の

絶縁材料を被覆しています
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　　原材料等の変動により価格に関しては、都度お問合せをお願いします。
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1 二宮電線製

T
K

製品コード 断面積

mm2 仕様
基本コード 分類

K

K
J

J
T

T

K
J

J
T

T

被覆熱電対線

一般用

ビニール

耐熱用

ガラス

耐熱用 耐熱用

テフロン ガラス

G H ６F H-SOS

※ ※ ※
※ ※ ※

※ ※ ※

※

※ ※ ※
※ ※

※ ※ ※

※
※

※ ※ ※

1.0

0.65

0.32

0.2

※ ※ ※
※ ※ ※

※ ※ ※
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※　印

被覆熱電対線　(絶縁材別) 価格表



■

■
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1 二宮電線製

仕様
定尺/@/m 切断/@/m

 - H - G  - G - IS

※ ※

WX2.3SQ

断面積

mm2

7/0.65

WX ※ ※

定尺/@/m 切断/@/m

※ ※
※

ｼｰﾙﾄﾞ無 ｼｰﾙﾄﾞ付

定尺/@/m 切断/@/m

1.3SQ

一般ビニール平型

RX

RX ※ ※ ※ ※
VX ※ ※ ※ ※4/0.65

VX ※ ※ ※

KX ※ ※
JX ※ ※ ※ ※
TX

KX ※ ※

TX ※ ※ ※ ※
RX ※ ※

30/0.18 VX ※ ※
0.75SQ WX

JX ※
KX ※ ※

TX ※ ※
RX ※ ※

7/0.3 VX ※ ※ ※
0.5SQ WX ※ ※

TX ※ ※

KX ※ ※
JX ※

※

※

※
※ ※

※ ※

※
※
※
※

※

定尺/@/m 切断/@/m

※ ※

※

※

※

※
※
※

耐熱ガラス平型

 - H - IS

ｼｰﾙﾄﾞ付ｼｰﾙﾄﾞ無

※

※

※ ※
※

分類

※
※
※ ※
※ ※

JX ※ ※ ※ ※

補償導線とは、熱電対（温度計）と計器の間をつなぐ専用のリード線のことです。

補償導線は熱電対の種類に適合した種類があり、構成材料や識別（色分け）,

熱電対との補償接点温度（接続点温度）、補償導線自体の許容誤差等がJISで規格化されています。

補償導線(分類別)定尺・切断価格

製品コード
基本コード

　　原材料等の変動により価格に関しては、都度お問合せをお願いします。※　印
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